
平成２６年度の取り組み状況について  
 
 
１ 医師不足状況等の把握・分析 

   
 （１）ドクターマップの作成 

 専門医等の資格保有者調査等により、県内の医師配置状況を明らかにし、県内医師不足
状況等把握分析するため、「勤務医・開業医実態調査」（専門医等の資格保有者調査）を
実施し、調査結果を電子データ化し、ドクターマップを作成した。 

 
（２）健康ハザードマップの作成 
   山梨大学の社会医学講座と連携して医療圏ごとに将来の疾患別入院患者数及び外来患

者数を推計した健康ハザードマップを作成した。 
 
２ 医師不足病院の支援 ・ ３ 医師のキャリア形成支援 
 
（１）総合診療専門医養成プログラムの策定 
   地域で活躍する総合的な診療能力を有する医師を養成するとともに、地域の医師不足病

院の医師確保を支援するため、「山梨県総合診療専門医養成プログラム｣を策定。プライマ
リケア連合学会に申請し、正式に認定を受けた。 

 
（２）キャリア形成支援セミナーの実施 
   医学生に対し地域医療への意識付けを図るため、臨床研修病院合同説明会に併せ、県内

地域医療に関するセミナーを実施。（平成 27年 3月 14 日） 
    
（３）臨床研修指導医ワークショップの開催 
   県内における臨床研修体制整備のため、厚生労働省開催指針に基づく臨床研修指導医ワ

ークショップを開催。 
  ・開催日 平成 26 年 11 月 15 日、16 日 
  ・参加者 山梨大学医学部附属病院他７病院 26 人 
  ・講習会修了者数 26 人 
 
（４）若手医師医療技術向上研修会の開催等 
   臨床研修医の医療技術向上のため、客観的臨床能力試験（OSCE）を 2回実施。（平成26

年 5月 31日、参加者数 31人（大雪災害による代替え実施）、平成 27年 2月 14日、参
加者数 53人） 

 
 
４ 情報発信と相談への対応 
 
（１）ホームページによる情報発信 

県内医療情報を広く発信するため、地域医療支援センターホームページに、センター事業
紹介、医学生向け情報等を掲載した。 

 
 

 

資料１  



（２）医学部進学セミナーの開催 

将来の医師数増加に向け、医学部進学を目指す高校生への情報発信及び相談対応を
強化するため、医学部進学セミナー（ジュニアドクター）を開催（平成 26 年 8 月 8 日、参加
者数 41人）。 

 
 
５ 運営委員会開催、地域医療関係者との協力関係の構築 
 
（１）センターの運営を、医療関係者の理解の下に、効果的・効率的に進めるため、運営委員会

を設置・開催。 
   ・開催日   平成 26 年 7月 15 日（火） 
   ・委員構成 県医師会、県民間病院協会、県官公立病院等協議会、自治医大同窓会、県

立中央病院、市立甲府病院、甲府共立病院、山梨赤十字病院、山梨大学
医学部附属病院、県医務課 

   ・出席者数  17 人 
   ・議題     平成 25 年度の取り組み状況、平成 26 年度の取り組み、勤務医・開業医実

態調査の集計状況、総合診療医養成プログラムの策定、ホームページの今
後の充実への協力 

   
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



平成２７年度の取り組みについて 
 

 

１ 医師不足状況等の把握・分析 
 

   「勤務医・開業医実態調査」の追加調査と「健康ハザードマップ」の活用等により、県内の医

師不足の状況や将来予測を医療機関レベルで詳細に把握・分析するとともに、地域医療を志

向する医師の情報収集や蓄積を実施。分析に当たっては各地区医師会や関係機関等と情

報交換会も開催しながら進めていく。 

 

 

２ 医師不足病院の支援 
 

（１）把握・分析した医師不足状況等の情報に基づき、優先的に支援すべき地域医療機関や診

療科の判断資料を提示。奨学金制度設定や県支援の専門医養成プログラムの策定に活用し

ていく。 

 

（２）医師不足の医療機関の意向、派遣医師のキャリア形成に配慮しながら、大学内での調整を

実施し、医師不足病院の医師確保を支援。 

 

（３）本年度より運用開始されている「山梨県総合診療専門医養成プログラム」において、当該施

設の追加申請を進め、平成 28 年度からの実質的な受け入れ開始に向けた研修医募集等の

作業を進めていく。 

 

 

３ 医師のキャリア形成支援 
 

地域医療に従事する医師のキャリア形成上の不安を解消するため、次の取組等を実施。 

①臨床研修指導医講習会の実施（１１月）。 

②地域枠医学生等への面談等を通じた医学生の将来の意向の把握。（５月～12月）。 

③若手医師医療技術向上研修会の実施 

若手医師の定着促進を図るため、県内全臨床研修医を対象とした研修会を実施。 

 ④新たな専門医制度へ対応した専門医養成プログラムの作成への支援。 

 

 

４ 情報発信と相談への対応 
 

（１）地域医療支援センターホームページにより、研修会情報等を発信 

 

（２）県内外の医師、医学生、高校生等からの相談に対応するためのセミナーを開催 

 

(3)収集・解析したデータの可能な範囲での公表により、医療関係者のみならず県民の医療問題

に対する意識の啓蒙を図る 

資料２  



 

５ 地域医療関係者との協力関係の構築 
  

センターを地域の医療関係者間の合意の下で効果的・効率的に運営するため、常設の運

営委員会を開催。 

 

収集した情報、解析データを基に地区医師会、関係組織等と情報交換会を開催し効果的

なセンター運営のための協力体制の構築を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 

 



 



 



 



 











 


